
No.90（修正） 前後比較資料（2/2） （3/4）

従前 見直 後

H24-D1-2 深度12.38 12.97m 最新活動面 深度（No.90） 修正

第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-32頁
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No.90

（    見直    数値 記載  ）

（No.最-28で説明）

（No.最-28で説明）

（No.最-28で説明）

（No.最-28で説明）

添1-217



No.91（変更） 説明資料（1/1） （4/4）

添1-218



No.92（修正） 前後比較資料（1/1） （1/1）

従前 見直 後

H24-D1-2 深度19.78 19.87m 最新活動面 深度（No.92） 修正

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果

第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）

19.87 m
No.92

（    見直    数値 記載  ）
No.92

添1-219



No.93概要 （1/3）

1. 変更内容 理由及 断層連続性評価  影響
 明瞭   断構造 変形構造 有 変更（No.93）
【理由】コアの再観察の結果，最新活動面に沿った断層ガウジに灰白色，にぶい
黄橙色，灰赤色 層状構造 認       

【断層連続性評価への影響】なし

２．変更箇所
ａ 明瞭   断構造 変形構造  有  変更（No.93）

添1-220



No.93（変更） 前後比較資料（1/1） （2/3）

従前 見直 後

H24-D1-2 深度31.44 31.46m 明瞭   断構造 変形構造 有無（No.93） 変更

参考2-187

性状一覧表(15/19）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの

非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】

粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭

＊２：試掘坑

第８３３回審査会合
机上配布資料２
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料２ 性状一覧表
参考2-187頁

無

第833回審査会合 机上配布資料2に追記（青太枠）

No.93 有
No.93

ａ
ａ

添1-221




